　下総国分寺と古代の市川を歩くバスツアー報告　　
●実施日：2010年6月15日(火)
●主催：国分寺・名水と歴史的景観を守る会
●参加者：
山路先生（同行解説）、会員10名、非会員11名
●うちわけ：
会員１０名　非会員１２名　／国分寺市８名、　横浜市３名、小金井市２名、狛江市、ふじみ野市、鎌ヶ谷市、練馬区、渋谷区、板橋区、台東区、世田谷区、杉並区各１名

 

６月１５日四ッ谷駅にドタキャン、遅刻なしに現地参加の1名を除き２１名全員が定刻までに集合しました。当日は前日から梅雨入りで雨を覚悟していましたが奇跡ともいえるすばらしい快晴に恵まれました。バスは時間どうりに出発、渋滞もなくほぼ１時間で市川駅に着いてしまいました。
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まず駅南口に聳え立つアイ・リンクタウンの４５階の展望台に直行、地上150ｍから市川市街をのぞみました。同行解説をしてくださったのは古代寺院、そして国分寺の研究がご専門の市川市立考古博物館学芸員の山路先生です。

 

さて、市の北半分の下総台地南西隅に３つの台地があります。南東からの谷によって東西に分けられて東に国分台(こくぶんだい)、西側に国府台（こうのだい）と呼ばれる台地があり、国分台の隣に須和田台があります。

その国分台の東側に国分寺僧寺、西側に国分尼寺が所在し、その北方には、８世紀末から１０世紀代を中心とする集落跡が広がっています。国府台には国府があったと推定され旧六社神社や府中という旧字（あざ）名もあったところ、現在の市営総合運動場あたりとされます。国府台先端には日蓮宗の古刹弘法寺（ぐほうじ）がありその東には須和田台があります。かつては国分台と須和田台は接続していましたが大正時代に土取りのため切り離されましたとのことです。

 

さらに市川砂州のあたりを展望しました。縄文時代には今の市川の低地は海でした。やがて波によって岸辺の台地が削られ、削りとられた土砂が海底に堆積し、次第に海を浅くしていきます。その浅瀬が砂州になっていき1000年ぐらい前になると砂州の周囲は陸地となって低地ができました。その低地に残る水辺の一つが「真間の入江」とよばれました。つまり市川は砂州の上に発達したとも言えるという解説がありました。
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次いでアイ・リンクタウンを後にして大門通りに入り真間川を渡って弘法寺に行く途中にある真間の継橋と手児奈霊堂に行きました。前述のようにこのあたりは真間の入江があったところで多くの洲がつくられ、その洲から洲へと板を渡しただけの橋が継橋だったそうです。

因みに真間とは崖を意味するとのことです。（後日、田邊さんより国立市にママ下湧水という場所があるとの指摘がありました）

真間の継橋には江戸時代の碑もありますが、ここだとされたのは元禄時代で実際は真間川のもっと下流にあったと先生は推定しているが地元では大きな声では言えないとのことでした。

昔、手児奈という絶世の美女がいました。彼女に恋焦がれた男が思いかなわず自殺するというケースが絶えませんでした。「私が生きていることで人を不幸にする」と思った彼女は自殺します。（もったいない!）
この伝承を山部赤人や高橋虫麻呂などの万葉歌人が歌っています。虫麻呂は手児奈を素朴で清純な乙女と歌い上げ、赤人は艶かしい美女として詠んでいるが先生は歌というのは本来宴(うたげ)のなかで詠まれるものであって赤人の歌は手児奈が脚色されていない姿を詠っていると推定されていました。
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ついで手児奈霊堂に行きました。ここは手児奈の墓と伝えられる場所に1６世紀初頭につくられたお堂です。古来安産、子育て、疱瘡に霊験ありとして多くの参拝者を集めているとのことです。その境内を抜け亀井院へ行きました。

 

亀井院には万葉歌人高橋虫麻呂に詠われた有名な真間の井があり、裏庭に復元されています。古くは湧き水が利用されていたようですが現在はみずみちが断たれてしまい枯れています。ここで先生から余談ではあるが現在平城京跡地周辺の地下が工事されようとしておりそのことによってみずみちが断たれると多数埋没していると思われる木簡が水分不足で喪失してしまうであろうという話がありました。

 

次に向かったのがちょっと急な階段を登ったところにある真間山弘法寺です。この寺は８世紀に行基菩薩が建立し、のち弘法大師によって伽藍が造営されたと伝えられる古刹です。現在は日蓮宗になっており江戸時代は文人墨客の来遊が多かったところです。

境内の一角からまた市川市街を展望,地形のおさらいをしました。北西にかつて太日川（ふとひがわ）と呼ばれた江戸川、北に国府台、谷をはさんで国分台南東に須和田公園をのぞみます。市川は古代東海道がとうる交通の要所でもあり井上（いかみ）という駅家（うまや）がおかれていました。その井上駅家と国府を結ぶ入り江の橋が真間の継橋であったろうというお話でした。

 

さらに国分寺跡がある国分台をのぞみながら国分寺の地形についての解説がありました。すなわち・国華として仰ぎ見るのに良い地形・水害等の憂いなく、長久安穏の場所・人家の雑踏から離れていること・人が集合するのに不便でなく、交通至便のところ・国府に近いところなどの聖武天皇の詔にある国分寺をつくるための「好所」の条件をすべて満たしているということでした。
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さらに国府台を眺めながら国府の話にうつり国府台周辺から「右京」「京」などと書かれた墨書土器が出土、国府の南西が右京、北東が左京というエリア分けがあったことが推定されるとのことでした。このことは私たちの武蔵府中でも「京」書かれた土器や「京所」（きょうず）という地名が残っていることも注目されるということです。

弘法寺のもうひとつの見所は寺の崖際にある弘法寺古墳で全長４３ｍの前方後円墳です。６世紀末から７世紀初めの終末期古墳ともみられますが一部が崩壊していて近づけず今後の調査が待たれます。

 

アップダウンをして須和田公園に行きました。昼食はここでとりました。この須和田遺跡は弥生時代から平安時代初めにいたる全国的にも有名な複合遺跡で１００軒にも及ぶ竪穴建物が確認されました。また、国分式、真間式、鬼高式土器などはここから出土し全国にその名が知られました。
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なお弥生時代の竪穴住居が復元されていましたが近年焼失しました。また広場には太鼓塚という塚があったのですが、それが古墳なのか、祭祀のための塚なのか論争中で今年の秋、先生が発掘することになっているそうでその結果が注目されます。

 

またアップダウンをして国分台にあがり下総国分僧寺跡を散策しました。この国分寺の創建年代はさだかではないようですが他の国分寺と大差はないようです。下総国分僧寺の伽藍配置は法隆寺様式といわれていますが回廊・中門・鐘楼／経蔵の位置が未確認のため厳密な意味では法隆寺様式とはいえないとのことです。また塔からつくられているが、塔と金堂、講堂はそれぞれ方向がややずれてつくられています。

これは最初に塔が建設されてから基準線が変更になったために生じたものだという。遺跡は金堂基壇の上に現国分寺の本堂が建てられてしまい講堂の基壇は墓地の中、金堂基壇の西側に七重塔の跡がのこっているという状態です。
そして下総国分寺は全国でも寺の範囲がわかった数少ない国分寺だそうです。発掘調査により北辺溝と西辺溝が確認され、われわれもその北の溝跡を視認することが出来ました。あと特記すべきは下総国分寺では宝相華文（ほうそうげもん）と呼ばれる文様の瓦が多く用いられていました。この文様の瓦は中国から伝わり、新羅で多く使われた文様で日本では瓦にはあまり用いられていません。下総国分寺の造営には新羅からの渡来人が関わったという説もあるということです。

 

次に僧寺の北方５００ｍにある国分尼寺跡に行きました。最初はここが国分僧寺と思われていましたが調査の結果、尼寺と判明しました。塔がなく、金堂と講堂の基壇が南北に発見されています。現在は公園化されていてそれなりに整備されています。

次に国府台に移り、和洋女子大の文化資料館に行きました。大学のシンボルタワーとなっている１８階だての東館の１７階にある資料館には国府跡から出土した湖西焼や猿投焼の高級陶器、瓦など多くの遺物が陳列されていました。さらにここから法皇塚古墳を展望し、５世紀頃の前方後円墳だという解説がありました。

 

最後にバスが駐車している市営総合運動場へ行きました。陸上競技場や野球場となっているこのあたりが国府跡であることは確かなようです。国庁は現在、野球場となっているあたりでそのまわりに国衙（官庁街）がひろがっていたのだろうと推測されています。近くには下総総社跡があり、六所神社ともいわれ国司が赴任してきた際廻るべき国内の有力神社をまとめて祭った神社で周辺の地は府中とよばれていたそうです。

ここで時間切れとなりで考古博物館と堀之内貝塚をあきらめ帰路につきました。市川駅、四ツ谷駅を経て国分寺駅まで渋滞なく走行し解散しましました。

 

初めてのアウトドアー企画で慣れないことが多く参加者の皆様にはご迷惑をおかけしたことと思います。充分な下見、バスの効果的利用など反省点は多かったのですが皆様のご協力で事故なく無事にすんだことは喜ばしいことでした。(収支は若干の黒字でした。)
報告・松本浩男　写真撮影・鍔山英次.　畑中久美子
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▲真間の継橋とされているところ
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▲手児奈霊堂
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▲真間の井
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▲真間山弘法寺への急な石段
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▲真間山弘法寺
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▲須和田遺跡解説板
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▲下総国分僧寺の伽藍配置
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▲現在の国分寺
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▲金堂の礎石と思われる石
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▲講堂礎石
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▲下総国分尼寺跡
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▲アイ・リンクタウン４５階より国分台を望む
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